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研究成果の概要（和文）：本研究は、大学教育の実質化を進展させるための学習支援サービスの

１つとして、大学生の主体的学習を促進させる実空間「ラーニング・コモンズ」（Learning 

Commons）に着目し、その現状と課題を明らかにした。1990 年代に、北米地域から導入・整備

が始まったラーニング・コモンズは、現在各国の高等教育改革や大学図書館の状況を反映して、

多様な形態で展開しつつあること、学習成果の視点からの評価はいずれの国でもまだ不十分な

段階にあることが明らかになった。 

 
研究成果の概要（英文）：This study analyzes the present conditions and issues of Learning 

Commons, as a learning assistance service to assure quality of higher education.  Since 

1990s, Learning Commons has been spread throughout not only in North America but also 

in the other areas.  Now it develops various models based on the educational reforms of 

higher education and the conditions of college libraries in each country.  And the 

evaluation of Learning Commons has not been developed in relation to learning outcomes.   
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１．研究開始当初の背景 

日本の高等教育進学率は「マス」から「ユ
ニバーサル」段階へ突入する時代を迎えた。
こうした状況を受けて、学力面において多様
な学生を受入れるようになり、学部段階では
教育の質の確保が喫緊の課題である。2007 年、
中央教育審議会大学分科会が「学士課程教育
の再構築に向けて」を公表し、「学士」の水
準の維持・向上を挙げ、「学士力」の提言を

行った。この「学士力」に情報リテラシや問
題解決力の育成が含まれているものの、多く
の大学生は情報通信技術の急速な進展に伴
う莫大な情報を十分活用する能力を身につ
けていない。さらに学期制、授業評価や GPA

の導入など、教育の質保証に関する枠組みは
整備されつつあるが、それを実質的に担保す
るための「学び」の空間提供が日本では未整
備な状況にある。 
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そこで日本でも、こうした事態に対応する
ため、情報機器を整備しコモンズと称した施
設設備が散見されるようになった。しかし、
それらの多くは、添え物としての情報機器提
供の段階にとどまり、「学び」の空間とはな
っておらず、情報社会における学習支援環境
の構築が喫緊の課題となっている。 

 

２．研究の目的 

本研究は、情報社会における大学教育の実
質化を進展させるための学習支援サービス
の１つとして、大学生の主体的学習を促進さ
せる実空間「ラーニング・コモンズ」のある
べき姿と運営方法について現状と課題を明
らかにすることを目的とした。具体的には、
まず多様な形態で展開しつつある海外のラ
ーニング・コモンズの現状を明らかにする。
ラーニング・コモンズの施設・設備構成や、
そこで学ぶ学生の学習活動についても評価
を含めて検討した。第二は､ラーニング・コ
モンズを支えるスタッフの教育訓練システ
ムについて検討した。機器の提供だけでは学
習支援サービスは実現しない。十全なサービ
スを提供するスタッフが存在して初めて機
能する。そして最後に､情報社会における学
部教育に対する学習支援サービス機能の高
度化を探ることも目的とした。 

 

３．研究の方法 

 本研究の方法は下記の３つにより実施し
た。 

(1) 文献／WEB調査 

 高等教育分野における学習支援サービス
および学習支援空間に関して文献/WEB 調査
を実施した。 
 
(2) フィールド調査 
 (1)で行った文献／WEB調査をもとに、ラー
ニング・コモンズの施設・設備構成や、そこ
で学ぶ学生の学習活動について、以下の大学
を対象にフィールド調査を実施した。 
①2008年度：アメリカ（ジョージア工科大学、

ノースカロライナ大学シャーロット校、テ
ネシー大学ノックスビル校他）およびポル
トガル（アルガーヴェ大学、リスボン新大
学、セトゥーバル・ポリテクニク他） 

②2009年度：アメリカ（ワシントン大学、カ
リフォルニア大学アーバイン校、カリフォ
ルニア州立大学サンマルコス校、南カリフ
ォルニア大学）、カナダ（ブリティッシュ・
コロンビア大学、サイモンフレーザー大
学）、イギリス（グラスゴーカレドニアン
大学、シェフィールド大学他）、および中
国（香港大学） 

③2010年度：シンガポール（シンガポール国
立大学、南洋工科大学他）およびオースト
ラリア（ビクトリア大学、オーストラリア

国立大学他） 
④2011年度：ドイツ（ブランデンブルグ工科

大学、フンボルト大学ベルリン、ベルリン
自由大学他）、韓国（延世大学、ソウル大
学、成均館大学他）および中国（北京師範
大学） 

⑤2012年度：アイスランド（アイスランド大
学他）、イギリス（マンチェスター大学、
キングストン大学他）およびオランダ（デ
ルフト大学、ユトレヒト大学、アムステル
ダム大学他） 

 
(3)日本の学習支援空間に関する調査 
 日本の全高等教育機関の大学図書館を対
象に学習支援と学習空間の実態調査を実施
し、フィールド調査結果をあわせて分析を行
った。 
 
４．研究成果 

1990 年代に北米地域の大学図書館で起こ
った新しい学習支援空間に関するうねりは，
北米にとどまらず，ヨーロッパやアジアに普
及しつつある。インフォメーション・コモン
ズやラーニング・コモンズとよばれる、この
新しい学習支援空間は、主として学生を対象
とし、その学習を支援するためのフィジカル
かつバーチャルな空間を意味しており、それ
らは、大学図書館に設置される、あるいは大
学図書館と連携して設置されることが多く、
学習支援のための施設・サービス・資料が提
供されている。 

一方、この学習支援空間構築の動きは，情
報通信術の発展や教育の質保証などを共通
項としながらも，各国の高等教育事情に応じ
た発展をみせている。以下、代表的なケース
について報告する。 

 

(1) カナダ 

北米地域の大学図書館における学習支援
空間の提供は、1990 年代以降のインフォメー
ション・コモンズやラーニング・コモンズが
はじめてではなく、1950 年代以降に発達した
学習図書館（undergraduate libraries）まで遡る
ことができる。北米地域において高等教育の
大衆化が本格的に始まった第二次世界大戦
後以降の、学習図書館からラーニング・コモ
ンズにいたる学習支援空間の歴史的変容に
ついて、同地域で比較的早くから学習図書館
を設置したカナダのブリティッシュ・コロン
ビア大学（ University of British Columbia: 

UBC）を事例として、考察した。 

UBC は 1945 年のカナダ連邦政府の復員兵
援護法を契機とし、その後のベビーブームを
経て、学部学生数が大幅に増加した。そこで
まず 1960 年に 1 年次および 2 年次学生を対
象とするカレッジ図書館を設置した。1973 年
には独立した建物としての学習図書館・セジ



ウィック図書館も設置されるなど学習支援
に積極的に取り組んできた。しかし 1980 年
代に入ると州政府の財政悪化をうけて学習
図書館の機能についても見直しが図られた。
その後、2002 年には中央図書館をラーニン
グ・センターへと改修し、ワン・ストップ・
サービスとしての学習支援空間を構築して
いる。 

この UBC の事例に表れているように、北
米地域では、戦後の GI ビルやベビーブーム
の波が去り、連邦政府等の財政支援が一段落
すると、大学全体の財政状況が悪化したため、
大学図書館を中心とする学部学生に対する
学習支援策は急激に縮小された。またこの時
期に情報通信技術の進展により電子図書館
が台頭してきたこともあり、学習支援空間と
しての意義はうすれ、物理的な空間よりも、
バーチャルな空間が偏重されるようになっ
た。 

しかし、再び、このバーチャルな空間偏重
の反動として、デジタル環境下における図書
館の再評価としての「場所としての図書館」
が見直されるようになった。加えて、高等教
育の評価文化の浸透とともに、学生の学習成
果が問われるようになったことも、学習支援
空間としてラーニング・コモンズが拡大普及
する大きな要因となっている。 

このように、学部学生に対する学習支援空
間は、歴史的には決して順調に発展してきた
わけではない。その時代の学生数や科学技術
政策、あるいは評価文化など、社会的状況に
も大きく左右されてきたといえよう。その意
味では、ラーニング・コモンズそのものが学
習支援空間としてエポック・メイキングな存
在として発展していくのか、はたまた一時的
現象で終わるのか、もう少し時間をかけて、
その推移を見守る必要がある。さらにラーニ
ング・コモンズが学生にとって不可欠な「場」
であるためには、現段階で明示されていない
学習成果との関連性を明らかにする必要が
ある。 

 

(2)韓国 

韓国では，2000年代後半以降，大学図書館
における学習支援空間が大きく様変わりして
いる。例えば，2008年，延世大学に延世・サ
ムスン学術情報館が中央図書館に隣接して新
設され、2009年には中央大学ソウルキャンパ
ス中央図書館がリニューアルされるとともに
インフォメーション・コモンズを設置し，同
年，成均館大学水原キャンパスにもサムソン
学術情報館が開館された。これらは，いずれ
も情報通信技術を最大限に活用したインフォ
メーション・コモンズととらえることができ
る。この背景には、韓国において，2000年代
後半より高等教育改革の一環として，大学教
育の質の向上と大学間の競争力強化のために，

大学情報の公示と大学評価が制度化したこと
や情報通信技術の発展があり、韓国の大学図
書館における新しい学習支援空間の出現を促
したといえる。 

 しかしこれらは，学習支援空間に情報通信
技術を活用したいわばインフォメーショ
ン・コモンズの段階にとどまっており，学生
の学習を直接支援するラーニング・コモンズ
の段階には至っていない。一方，韓国の大学
図書館では伝統的に，学生が自習する空間，
いわゆる自由閲覧室を提供することを重視
している。つまり，自学自習の場を提供する
ことが学習支援であるという考え方である。
日本とは異なり、大学図書館が学生にとって
は必要不可欠な施設であり、利用者数の減少
という問題もないがゆえに、旧来型の大学図
書館像が図書館内外で維持されているとい
えるのかもしれない。 

 

(3)ポルトガル 

EUでは域内の雇用可能性と移動性を高め、
高等教育の競争力を強化する目的で、ボロー
ニャ・プロセス（Bologna Process）という取組
みを積極的に推進している。このボローニ
ャ・プロセスでは、学生が何を学んだのか、
あるいは身につけたかを重視する学習成果
（ラーニング・アウトカムズ）を、①学習目
標として設定し、②その実現のための主体的
な学習支援がめざされている。学生の自主的
な学習を支援するためには、多様な学習スタ
イルに対応できる学習の場の確保・整備が必
須であり、この動きが大学図書館の学習支援
機能に大きな影響を与えている。 

しかし、2009年段階では、ボローニャ・プ
ロセスの進展に際しては大学図書館にも少な
からぬ影響が生じているにも関わらず、ポル
トガルの大学図書館員は、あくまでこれらの
ことは間接的な影響であると考えていた。大
学図書館はまだ教務部門の対応に身を委ねて
いる状態で、自発的にボローニャ・プロセス
に対して取り組みを行う段階には至っていな
いことが明らかになった。 

 

 このように各国の高等教育状況を反映した
学習支援空間の現況を明らかにすることがで
きたが、必ずしも学習成果との関連性は明確
になっていない。さらに近年の情報通信技術
の進展は急速である。今回の結果はあくまで
も現時点における状況を示しているにすぎな
いことを最後に指摘しておきたい。 
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